
東京都消費生活基本計画
令和６年度の主な取組予定
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Ⅰ 相談全体の概要

(1) 都及び都内区市町村に寄せられた消費生活相談件数は12万9,681件

（前年度比0.3％減少 令和4年度130,088件 → 令和5年度129,681件）

(2) 高齢者(60歳以上)の相談件数は約４万３千件で、全相談の33.5％を占める。

（前年度比2.5％増加 令和4年度42,447件 → 令和5年度43,492件）

(3) 若者（29歳以下）の相談件数は約１万６千件で、全相談の12.6％を占める。

（前年度比4.8％減少 令和4年度17,229件 → 令和5年度16,398件）

Ⅱ 相談の特徴

(1)「インターネット通販」の相談件数は約３万６千件で、全相談の27.8％を占める

・「ＳＮＳ」関連の相談が対前年度比108.5％と増加(令和4年度7,061件 → 令和5年度7,660件）

・「定期購入」に関する相談において、「健康食品」で対前年度比118.1％と増加(令和4年度1,418件 → 令和5年度1,674件)

・「インターネットゲーム」に関する相談件数が増加、20歳未満の割合が高止まり

(令和元年度691件(うち20歳未満42.7％) → 令和5年度972件(うち20歳未満52.3％))

(2)「美容医療」の相談が大幅に増加、中でも「医療脱毛」の解約トラブルが激増
・「美容医療」に関する相談が大幅に増加(令和4年度1,101件 → 令和5年度1,878件)
・「医療脱毛」に関する相談が激増(令和4年度338件 → 令和5年度875件)

(3)「害虫駆除サービス」等の緊急時レスキュー関連の相談が増加傾向

・「害虫駆除サービス」に関する相談が激増(令和4年度245件 → 令和5年度508件)

・「ＰＣの警告解除サービス」に関する相談が大きく増加(令和4年度676件 → 令和5年度884件)
・「トイレのつまり解消等修理」に関する相談が高止まり(令和4年度911件 → 令和5年度836件)

(4)「給湯器の交換」に関する相談が激増、「屋根修理」に関する相談が高止まり

・「給湯器の交換」に関する相談が過去最高(令和4年度36件 → 令和5年度390件)

・「屋根修理」に関する相談は高止まり(令和4年度783件 → 令和5年度702件)

令和５年度消費生活相談概要

〇都内の消費生活相談は約13万件
〇インターネット通販が全体の27.8％、中でも「ＳＮＳ」関連が増加
〇美容医療の相談が大幅に増加、中でも医療脱毛の解約トラブルが激増
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政策１ 消費者被害の未然防止と拡大防止
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政策４ 消費者教育の推進と持続可能な消費の普及

政策５ 消費者被害の救済

政策２ 不適正な取引行為等の排除と健全な市場の形成

政策３ 消費生活の安全・安心の確保

〇社会情勢・話題性を捉えた有用性の高い情報の発信

・悪質ホストクラブ等での高額な請求等に関するトラブルへの注意喚起

○教育現場に対する啓発活動と支援の強化

・消費者教育コーディネーターの活用促進

〇幅広い主体に対する消費者教育の実施

・大学等と連携した若者への消費者教育の強化

・若者参加型事業による被害防止啓発

〇エシカル消費推進のための民間企業等と構築するネットワークによる都民の行動

変容につながるプロジェクトの展開



悪質なホストクラブ等に関連する被害やトラブルが発生していることを受けて、都民安全推進部と連携して、

高額な請求等に関するトラブル事例の紹介や、犯罪に巻き込まれる危険性、困ったときの相談窓口を周知

するチラシを作成・配布。ホームページやSNS等を通じて注意喚起。

《東京くらしWEB   消費者注意情報》

「ホストクラブに通い、
多額の借金を背負ってしまった！

～一人で悩まず 早めに相談を～」

https://www.shouhiseikatu.m
etro.tokyo.lg.jp/sodan/kinkyu
/20231213.html

政策１ 消費者被害の未然防止と拡大防止

【悪質ホストクラブ等での高額な請求等に関するトラブルへの注意喚起】

【R５年度の取組】
特別相談の実施（R5.12.11~R6.3.30）
トー横でのチラシ配布（都安部と連携）
学校等へのチラシ送付（都安部と連携）
ホストに対する合同説明会（警視庁主催）での講義
歌舞伎町の街頭スピーカーを使った注意喚起放送など

【R６年度の取組】
動画放映（歌舞伎町タワー）やﾀｰｹﾞﾃｨﾝｸﾞ広告による
注意喚起
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https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2023/12/01/08.html
https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.lg.jp/sodan/kinkyu/20231213.html
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2023/12/04/05.html
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2024/04/04/10.html
https://www.tokyu-kabukicho-tower.jp/media/


政策４ 消費者教育の推進と持続可能な消費の普及

【消費者教育コーディネーターの活用促進】

消費生活部門と学校教育部門のより強固な連携を構築し、消費者教育事業を学校現場に普及させるため

に東京都消費生活総合センターに消費者教育コーディネーターを設置。

消費生活総合センターの様々な教育コンテンツを活用し、

学校の消費者教育をより実践的な内容にするため、

コーディネーターが、学校からの要望に合わせた提案を行

う。質問・相談にもワンストップで対応。

コンテンツ例

【教科学習】授業等で消費者教育を実施する際に、東京都消費者啓発員

（コンシューマー・エイド）を派遣し講座を実施

【総合的な探究（学習）の時間】総合的な探究の時間の1テーマとして、

都の若者参加型事業への参加をタイアップさせた消費者教育プログラム

【学校行事】セーフティ教室やPTAの集まり等において、中学生・高校生

の被害が増加している消費者トラブルの現状とその対策について、

東京都消費者啓発員（コンシューマー・エイド）が講座を実施

提案例

学校

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

総合的な
探究（学習）の時間

教科

LHR
（学活）

学校行事

実践的
消費者教育教材

DVD Web教材

リーフレット

出前講座・寄席

若者参加型事業

<今年度の取組>

都教委等との連携強化を図り、校

長会等で組織的な周知を行うほか、

高校や中学校を始め、特別支援学

校等への働きかけも推進
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・団体や法人等への協力依頼（東京都専修学校各種学校協会等）
・大学や専修学校等への働きかけ
・新入生ガイダンスでの出前講座やサイネージでの啓発動画放映
などの提案

・学園祭でのブース出展

令和６年度の取組内容

サイネージ等での動画放映

実施イメージ

大
学
や
専
門
学
校
等

消
費
生
活
総
合

セ
ン
タ
ー

①アプローチ（消費者教育の提案等）

②相談・問い合わせ

政策４ 消費者教育の推進と持続可能な消費の普及

【大学等と連携した若者への消費者教育の強化】
新たに大学等を対象とした消費者教育コーディネーターを設置し、大学等と連携した若者への消費者

教育を強化

③大学等が求める消費者教育の実施
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【若者参加型事業による被害防止啓発】

CMシナリオ・動画を公募し優秀作品をプロがCM映像化。ＳＮＳ配信等によるプロモーション展開
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政策４ 消費者教育の推進と持続可能な消費の普及

成年年齢が引下げられた令和４年度以降、
18歳・19歳の消費者トラブルに関する相談が増加して
いることから、若者の消費者トラブルを防止するため、
『STOP！若者の消費者トラブルCMシナリオ・動画コ
ンテスト』を実施。
１８歳を迎える高校生などの被害防止のため、学校や
社会教育施設等とのコラボを強化し、消費者教育を
推進。
また、映像化した作品を地上波テレビ局で放送するな
ど、プロモーションを推進。

特設サイト https://www.cmcontest.metro.tokyo.lg.jp/



〇 SDGｓの達成には都民の誰もが日常的に行う「消費行動」の変革が不可欠

〇 人や社会、環境に配慮した「エシカル消費」を日常にするための社会的

ムーブメントを創出するため、令和4年12月に「TOKYOエシカル」を立ち上げ

エシカルマルシェ

SusHi Tech Tokyoと連携し、 エシカル商品を
誰もが気軽に購入できるマルシェを開催

日程：5/25日（土）～26（日）
会場：江東区有明 シンボルプロムナード公園

中高生が身近なファッションテーマ
に、エシカルウェアの制作を通して、
エシカル消費について学び、魅力を
発信

中高生ワークショップカンファレンス

都と企業・企業同士が連携

企業間の連携と交流を促進

全体会

都とパートナー企業等で協働して、
都民へ「きっかけとなるエシカル体験」を提供

企業等のアイデア・
ノウハウを結集

プロジェクトに賛同したパートナー企業等とともに

都民にエシカルを浸透させ、実践につなげる取組を展開

分科会 年２回予定

テーマ別に、パートナーとプロ
ジェクトの取組や企画を具現化

【民間企業等とのネットワークによる、エシカル消費推進のためのプロジェクトの展開】

年２回予定
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政策４ 消費者教育の推進と持続可能な消費の普及



「TOKYOエシカルキャンペーン（仮称）」でエシカル消費の気運を加速

○ パートナー、都、都民が連携しエシカル消費について

一定の期間を定め、一斉・集中的に啓発の取組を実施

○ 行動変容の気運を加速させる「様々な取組」を広く発信

４～６月 ７～９月 10～12月 1～3月

●カンファレンス①

●マルシェ① ●マルシェ②

令和６年度スケジュール

分科会

中高生ワークショップ

R７以降

連携の輪を広げ、
取組を加速

「様々な取組」のイメージ

例えば…

➢ 店頭での特設コーナーと啓発ＰＯＰ一斉掲出

➢ 各企業のオウンドメディアでの発信

➢ 企業の賛同メッセージの掲出

都として

➢ 啓発動画の都営交通広告・ＳＮＳ広告等での発信

➢ 都民によるＳＮＳフォロー＆投稿キャンペーン 等

●カンファレンス②

キャンペーン

集中的な
情報発信

エシカルキャンペーン
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